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	(1) 目的と性格
	「参画と協働の推進方策」は、県が参画と協働に関連する施策を展開するための基本となるものであり、「県民の参画と協働の推進に関する条例」（以下「参画・協働条例」という。）第６条第２項及び第８条第２項に基づく「地域づくり活動支援指針」及び「県行政参画・協働推進計画」（以下「指針・計画」という。）として位置づけられます。
	なお、指針・計画は、相互に密接に関連することから、基本的な考え方を共有した一体の推進方策として策定します。
	①　地域づくり活動支援指針
	「地域づくり活動支援指針」は、県民と県民のパートナーシップによる自発的で自律的な意思による「地域づくり活動」のさらなる拡がりに向け、県としての基本的な支援の考え方と、施策の基本的な展開方向を明らかにすることを目的とし、参画と協働による地域づくりを推進するうえで、県行政の総合的な指針としての役割を担っています。
	　②　県行政参画・協働推進計画
	「県行政参画･協働推進計画」は、県民と県行政とのパートナーシップによる「県行政への参画と協働」の推進に向け、県としての基本的な考え方と、施策の基本的な展開方向を明らかにすることを目的とし、県民の県行政への参画と協働を推進するうえで、総合的な計画としての役割を担っています。
	(2) 運用
	本推進方策は、平成28(2016)～平成32(2020)年度を運用期間とします。
	また、この推進方策に基づき、参画と協働に関する具体的な施策を体系的に明らかにするとともに、参画・協働条例第11条に基づき、年次報告を作成・公表します。
	(1) 参画と協働による兵庫づくり
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	ＩＣＴ
	Information and Communication Technology（情報通信技術）の略。情報や通信に関する技術の総称。
	ＮＰＯ
	non-profit organizationの略。ここでは、福祉（医療・福祉）、まちづくり、子育て、環境、国際など、あらゆる分野における営利を目的としない民間の組織のことをいう。特定非営利活動促進法に則して認証された特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）、一部の財団法人、社団法人、社会福祉法人などと、そのような法人格は取得していない市民活動団体やボランティア団体の２つの類型を含む。
	エンパワーメント
	それぞれの人が直面している様々な課題を解決するための力を身につけられる支援を行うこと。
	クラウドファンディング
	小規模な事業者や個人が、ビジネスプロジェクトやアイデアをインターネット上で、提示し、それに対する不特定多数の投資家からの出資や協力を募る仕組みのこと
	県民意見提出手続
	県が基本的な政策を立案するに当たり、その趣旨・目的、内容等をあらかじめ県民に公表し、提出された意見を考慮して意思決定を行うとともに、提出意見の概要と県の考え方などを公表する一連の手続（通称、パブリック・コメント手続）のこと。
	県民交流広場事業
	県民一人ひとりが、身近な地域を舞台に、多彩な分野で、実践活動・交流、生涯学習、情報収集・発信等に取り組むことができるよう、活動の場の整備と活動に要する経費の助成を行うとともに、地域コミュニティの担い手づくりや広場のネットワーク化を応援し、参画と協働によるコミュニティづくりを拡げるもの。
	県民モニター
	県行政の施策や課題などについてインターネット上のアンケート調査に回答するモニター制度に登録している人（公募）のこと。
	高齢者大学
	地域活動の実践者を養成するための学習機会の提供を行い、高齢者の生きがいづくりや社会参加を促進するもの。
	こころ豊かな人づくり500人委員会
	“こころ豊かな美しい兵庫”の実現に向けて、次代を担う青少年の育成活動や魅力ある地域づくり活動の担い手となる人たちの「学習と実践の場」。
	講義（セミナーやワークショップ等）や地域交流活動への参加による人材育成を行うほか、修了後のＯＢ会等の促進を通じ、「参画と協働」を基本姿勢とした県民による主体的な取り組みを支援する。
	コミュニティビジネス
	地域の住民が、地域資源（労働力、原材料、技術力等）を活用して行うビジネスのことで、地域経済の活性化と同時に地域の生活課題の解決をめざすものをいう。
	さわやか提案箱
	県のホームページに知事あてのメールボックスを設け、電子メールによる意見・提案の受け付け、回答を行っている。
	指定管理者制度
	平成15年度の地方自治法の一部改正により導入された制度で、地方自治体が指定する「指定管理者」に公の施設の管理を代行させるものであり、企業やＮＰＯなどの民間事業者も指定管理者になることができるものとされている。
	指定管理者制度の導入によって、民間企業やＮＰＯなどが、施設の運営に参加することにより、効果的、効率的な管理運営や住民サービスの向上などの効果が期待されている。
	推進員
	特定分野の行政課題の解決を図り、県行政を効果的に推進するために知事が県民に委嘱するもの（「県民の参画と協働の推進に関する条例」第10条）。民生・児童協力委員、地球温暖化防止活動推進員など68種類ある。
	地域づくり活動応援（パワーアップ）事業
	地域団体（自治会、婦人会、老人クラブ、子ども会等）が地域をよりよくするために取り組む具体的な企画を募集し、地域別の公開審査会でプレゼンテーション等をしてもらい、審査を通過した団体に県民局・県民センター単位で助成するもの。
	地域づくり活動情報システム（コラボネット）
	県民の自発的で自律的な地域づくり活動の活性化を応援するため、地域づくり活動の概要（活動内容、活動分野、活動地域、グループ・団体の概要など）を登録してもらい、インターネットなどを通じて広く情報発信するシステム。平成17年度に、活動支援情報の提供機能の強化と、支援ニーズのマッチングを図る機能を追加。ひょうごボランタリープラザで運用している。
	地域ビジョン委員
	21世紀兵庫長期ビジョンの各圏域の指針である「地域ビジョン」を実現していくため、県民行動プログラムのとりまとめや実践活動などに取り組む委員（公募）のこと。
	ビッグデータ
	行政や企業等が保有する膨大なデータ群。それらを収集・分析することにより、地域課題の解決や新しいビジネスの創出につながる知見を発見できることが期待されている。
	ひょうごアドプト
	兵庫県管理の道路、河川、海岸などにおいて、地域団体（住民や企業等）と、県、市町の三者による合意書を締結（「養子縁組（アドプト）」）し、県民とのパートナーシップによる軽易な維持管理や美化活動を行うもの。参加団体は担当地区の清掃美化、草刈り、植栽などを行い、県はボランティア保険への加入や軍手･ゴミ袋の支給等の支援、市町はゴミ処分等についての支援を行っている。
	兵庫県地域創生戦略
	少子高齢化と人口減少、東京一極集中という構造的課題に対応するため、兵庫県が平成27年度に策定した総合戦略。人口減少の抑制と「元気で安全安心な兵庫」の実現を図るための目標と施策等を定めている。
	ひょうごボランタリー基金
	ボランティアグループ、ＮＰＯ等が行う幅広い分野の県民ボランタリー活動の促進や、児童福祉施設入所児童及び交通遺児の激励など、地域福祉の向上を図ることを目的として、平成14年４月に設置した基金。
	ひょうごボランタリープラザ
	県民のボランタリー活動を支援・促進する全県的支援ネットワーク拠点として、平成14年６月に開設。同プラザの機能は、①交流・ネットワーク ②情報の提供・相談 ③活動資金支援 ④人材養成 ⑤調査研究等の支援事業⑥災害ボランティアの支援。兵庫県が設置し、兵庫県社会福祉協議会が運営している。
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